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国立台湾師範大学コンサー トと交流

音楽教育講座 小西潤子

国立台湾師範大学 (以下、NTNU)は 、台湾省立師範学院を前身に 1946年設立された。

師範大学や学院の中で最も多い 15,374名 の学生数と、技術職を含む専任教員 884名 、兼任

教員 469名 を有する。学部は、教育学部、文学部、理学部、芸術学部、科学学部、運動及

びレジャー学部、国際及び儒教学部、音楽学部、管理学部、社会科学学部の 10学部 59学

科、30学科 28大学院の大学院からなる。音楽学部は、学士課程の音楽学科と修士課程の民

族音楽研究科、博士課程の表演芸術研究科から構成される。NTNUと 静岡大学教育学部

との交流は、2010年銭善華教授 と筆者とのミクロネシアにおける共同研究に始まった。銭

教授からの招聘により、筆者は 2010年 11月 NTNUで ヤップ島の音楽文化について 2回

講演をした。また、本公演後の 2011年 7月 17日 から24日 にかけて、NTNUチ ームおよ

び南華大学の山口修教授 とともにヤップ島で共同調査を行つている。さらに、2012年 3月

8日 には、人文学部上利博規教授、同・大野旭教授 とともに同国際交流センターを表敬訪問

し、交流を深めている。

2011年 6月 29日 、新幹線で静岡駅に到

着 したNTNU― 行を静岡駅で学生が出迎

えた。そして、大学のバスでグランシップ

に移動し、財団法人静岡県文化財団スタッ

フによリグランシップ館内を案内していた

だき、静岡のコンサー トホールと風景を満

喫してもらった。滞在期間が限られるなか

で、NTNU側 が最も関心を持つであろう

場所として選んだのである。当日はたまた

ま公演がなかったため、可動式大ホール・

大地の中を見学することができ、また日常

写真 1 グランシップ屋上の見学

は解放されていない屋上を特別に見学させていただいた。短時間ではあつたが、共に行動

することでNTNUと 静岡大学学生スタッフとの交流の第一歩となった。

さて、コンサー トは 6月 30日 静岡大学大学会館ホールにて開催 した。来学に際して、N

TNU大 学院生ら 6名 で室内楽演奏団・絲竹柴園を編成 した。使用 した楽器は、笛、排彎

族鼻笛、箭、琵琶、二胡、院、揚琴、萌直絲であつた。公演は独奏およびアンサンブルに

よる楽器演奏と銭教授による中国伝統音楽と楽器に関する解説からなり、通訳を兼ねた司

会を筆者が務めた。演目は、古曲 《十面埋伏》から地方の作品 《中花六板》、現代曲 (劉天

華作曲 《空山鳥語》)、 台湾原住民の音楽 《排湾族懸歌》と多様なジャンルからなり、特に

《排彎族懸歌》はパイワン族に伝わる鼻笛を使つた演奏であった (写真 2)。
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写真2 N tt N U絲竹築園演奏

公演に参加 した学生からは、「どこか似たような面影があるが、鳴る音楽も響く音色も全

然違い、文化つて素晴らしい」「鼻笛は想像 していたよりもずつとやわらかい音色で驚いた」

「一番衝撃を受けたのは琵琶。指 5本全部使っているのが印象的」「フワフワしたような感

じ」などの感想が寄せ られ、日本音楽との共通性 と異質性を肌で感 じたようであつた。銭

先生の講演も「楽器にまつわるお話が聞けて楽しかった」「鼻笛は選ばれた人しか吹けない

とい うのはおもしろい」など好評で、音楽の文化的な意味を知るきつかけにもなった。

公演後は、静岡大学学生教員有志との交流会を大学生協グリルで開催 した。交流会の企

画やア トラクションは、文化芸術事業実習の受講生が行い、韓国と中国の留学生も参加 し

た。ア トラクションとしては、音楽文化専攻の学生を中心に 「よさこいソーラン」のパフ

ォーマンスを行つた。短い間ではあつたが手作 り感あふれる交流ができ、それぞれの文化

の違いを知 り、尊重しあうことを学ぶ機会となつた。

写真 3 交流会

-114-

可

ミ

星

丁
Ｅ
環

ム
口

篇顧薗
「

  ■
|

霜

孤

日
「饉

r ヽご .、

鵬
｀
二∫:


